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E nv i ro n m e n t a l  

A n n u a l  R e p o r t

当社では、環境負荷を削減する包装資材の開発を行っており、発泡プラスチックや木材などリサイクル

しにくい材料の削減と代替化を進めてきました。最近では削減と再利用を図るため、包装資材の標準

化、共通化を推進しています。�

●環境保全実現のための包装技術（包装資材の標準化）�

環境に配慮した包装設計�

1. TPトレー対応形標準中仕切りの開発�

（1）開発コンセプト�
　　 ①製品専用設計から標準パーツ設計への転換。�

　　 ②組み替え、配置換えでニーズに対応。�

　　 ③異なる容器サイズにも対応できる共用化設計。�

　　 ④安価で高品質な素材を選定。�

　　 ⑤耐久性が維持できる設計。�

（2）中仕切りラインナップ�
　　 ①TP330シリーズ、TP340シリーズ9種類の�

　　　 TPトレーを中心に標準化設定。�

　　 ②中仕切りは20種類・33パターンの組み合わ�

　　　 せが可能。�

C式  2層強化段ボール�

①ハニカムパレット 1100×1100 ②ベースプレートの下にPPバンドを通す� ③内装品箱を搭載�

④内装品箱をPPバンドで固定� ⑤サイドカバー（スリーブ）をセット� ⑥トップカバーをセットしてPPバンドで固定�

2層強化段ボール�

2. 標準集合包装箱の開発�

　 軽量・中量物対応のBOX型集合箱�

辺指定3用：  8種類�

辺指定4用：12種類�

�

20種  33パターン�


